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フェイスブック、ツイッター、メールマガジン、ブログを更新中！            （討議資料） 

      

鎌倉市長 松尾 崇の 

月刊温故知新鎌倉 
■ 松尾 崇（まつお たかし/４４歳）の履歴 ■ 

昭和４８年鎌倉市生まれ、西鎌倉幼稚園、西鎌倉小学校、鎌倉学園、日本大学、会社勤務を経て、 

鎌倉市議会議員・神奈川県議会議員を通算約８年間勤め、平成２１年より鎌倉市長（現在３期目）。 

家族は、妻と３人の娘（５歳７歳１１歳）。趣味は山登り、ジョギング。座右の銘は『温故知新』 

平成３０年６月号 
 

 

 

No. 
146 

Q深沢に移転すると決めた経緯は？ 
 

A 本庁舎は、老朽化が進んでいることや、津波
想定浸水範囲内に立地していること等の課題が

あり、平成 27 年 3 月に鎌倉市公共施設再編計画

で「将来の整備方針を平成 28 年度までに決定す

る」としました。 

本庁舎の整備方針として、①現在地建替え②現

在地長寿命化③その他へ移転の３案を、防災・減

災、まちづくり、時間・コストの評価等から比較検

討した結果、平成 29 年 3 月に「移転して整備す

る」とした、鎌倉市本庁舎整備方針を定めました。 

 

そして、平成29年4月から1年間かけて全市的な

視点で、安全性・利便性・経済性の観点から移転

先の評価を行い、平成30年3月に移転先を「深沢

地域整備事業用地」とした方針を決定しました。 
 

この間、それぞれの方針決定の際には、広報かま

くらに掲載し、また素案をまとめた時点では、広報

かまくらなどで市民意見を公募してきました。 
 

平成 29 年度には、市民対話（計 3 回 延べ 127

名参加）や出前講座の開催（計42回 延べ818名

参加）などを実施しました。 
 

平成 30 年度は、30 名の市民対話と併せて、公募

の参加者も交えたワークショップを開催するととも

に、引き続き出前講座を行い、市民の皆様への説

明、周知に努めてまいります。 

Q 議会の承認は？ 
 

A 本庁舎整備の検討にあたり、その検討状況は
随時、議会に報告をしてきました。特に重要な政策

決定である『移転して整備する』とした整備方針の

策定や移転先を『深沢地域整備事業用地』と決定し

た際には、議会全員協議会の開催を申し入れ、報

告を行いました。 
 

最終的には、「市役所の位置を決める条例の改定」

が必要になりますが、行政実例では、現時点（基本

構想の検討段階の時期）に承認をいただくことは適

当でないとの趣旨が示されていることから、今後、

適切な時期に承認をいただくことを前提に、関連す

る予算の承認をもって、新たな本庁舎整備に向け

た取り組みを着実に進めてまいります。 
 

なお、現在の場所に本庁舎の位置を変更した際に

は、昭和 44 年 4 月 23 日の開庁式と同日に、臨時

議会を開催し、そこで提案、可決されました。 

 

Q 建設費に 180 億円も必要なの？ 
 

A この金額は、近年の建設費の状況を踏まえ、
工事費の概算金額を算出したものです。今後、より

正確な金額を出していきますが、それにつきまして

も市費の投入を極力抑えるため、他施設との合築

やコンパクト化の工夫の他、民間の資金やノウハウ

を活用して施設建設や管理を行う手法（PPP／PFI）

も視野に入れた検討を進めてまいります。 

 

本庁舎の深沢移転について 



 

 

 

 

                                                                                                                                    

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎お知らせ◎ 
   

◎この温故知新を、ごみとして捨てる際は『ミックスペーパー』へお願いします。 

・『月刊 ・温故知新』（本紙）を 10 枚以上配布していただける方を募集しています。 

⇒「やってあげても良いよ」という方、ぜひご連絡下さい！ 

・この『月刊 ・温故知新』を、お店の片隅やレジ横などに置かせて下さい！ 

◎定期購読をご希望の方は、無料で郵送しますのでご連絡ください。 

◎『松尾たかしを応援する会』への連絡先 

〒248-0034  鎌倉市津西 1-11-1‐2 階（お蕎麦屋「よしむら」さんの 2階） 

TEL・FAX  0467-32-7186                    発行：松尾たかしを応援する会 

日時：７月７日（土）午前７時から８時 
（原則、毎月第１土曜日に開催。雨天中止。） 

集合場所 ： JR 大船駅東 階段下 

持ち物：軍手、トング（またはちりとり・ほうき） 

【終了後、希望者でお店にて、わいわいと懇談 

意見交換をしますので、お気軽にご参加ください】 

 

 

 

 

SDGｓ未来都市に選ばれました！ 

この度、鎌倉市が提案した『持続可能な都市経営

「SDGｓ未来都市かまくら」の創造』が、国のSDGs未

来都市及び SDGs モデル事業に選定されました！ 

SDGs（エスディージーズ）とは、平成 27年（2015 年）

に国連サミットで採択された持続可能な開発目標

（Sustainable Development Goals）のことで、2030 年

を期限とする、先進国を含む国際社会全体の 17 の

開発目標とそれを実現するための 169 のターゲット

のことをいいます。 

「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、経済・

社会・環境をめぐる課題に取り組みます。 

第１６９回 大船クリーン大作戦 

 

 

 

18 日に発生しました、大阪北部地震で亡くなられ

た方のご冥福をお祈りするとともに、被害にあわ

れた方々に心よりお見舞い申し上げます。 

一日も早い復旧、復興を願い、鎌倉市としても支

援をしてまいります。 

この地震では、小学校のプールのブロック塀が倒

壊し、小学年が下敷きになるという悲しい事故が

起こってしまいました。 

これを受けて鎌倉市では改めて私有地内にある

ブロック塀を点検し、危険ブロック塀等（２８用地

ありました）の解消に向けて対応しております。 

また、市では平成 29 年 4 月から、危険なブロック

塀等の撤去費用補助制度の拡大をし、危険ブロ

ック塀を撤去する取組を進めています。 

補助制度の詳細は、鎌倉市役所 都市景観部 

建築指導課におたずねください。 

電話：0467-61-3586  

 

 

大阪北部地震 

 


